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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第123期

第２四半期連結
累計期間

第124期
第２四半期連結
累計期間

第123期

会計期間

自 平成24年
４月１日

至 平成24年
９月30日

自 平成25年
４月１日

至 平成25年
９月30日

自 平成24年
４月１日

至 平成25年
３月31日

 売上高（百万円） 6,273 6,179 12,540

経常利益（百万円） 398 295 781

四半期（当期）純利益（百万円） 263 193 574

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 281 512 836

純資産額（百万円） 5,604 6,524 6,112

総資産額（百万円） 16,934 16,628 16,582

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 11.18 8.23 24.37

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 30.8 36.4 34.2

営業活動による

キャッシュ・フロー (百万円）
169 888 1,479

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△623 △53 △711

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△160 △969 △832

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（百万円）
1,371 1,943 1,985

 

回次
第123期

第２四半期連結
会計期間

第124期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自 平成24年
７月１日

至 平成24年
９月30日

自 平成25年
７月１日

至 平成25年
９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 2.06 2.83

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２ 売上高には消費税等は含まれていない。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載していない。
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２【事業の内容】

  当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。 

　

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに決定又は締結した経営上の重要な契約等はない。

　

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１) 業績の状況

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費が底堅く推移し、復興需要や緊急経済対策の効果

から穏やかなペースで回復を続けている。鉱工業生産は前第４四半期以降増加しており、当第２四半期において

も緩やかながら増加することが見込まれる。当社グループの大口需要家である鉄鋼業については、粗鋼生産ベー

スで当第２四半期連結累計期間は前年同期比1.9％増の5,579万トン、2013年９月の粗鋼生産は前年同月比5.5％

増の928万トンであった。

 このような状況の中、当社グループは国内外での拡販に注力し、国内外製造拠点での製造原価低減、経費削減

に努めた。しかし、国内民間企業の設備投資の出遅れなどの影響から当社主力製品の需要が回復するには至らな

かった。その結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は61億７千９百万円（前年同期比1.5％

減）、営業利益は３億９百万円（前年同期比34.0％減）、経常利益は２億９千５百万円（前年同期比25.9％

減）、四半期純利益は１億９千３百万円（前年同期比26.4％減）となった。

 

セグメントの業績は、次のとおりである。

（断熱関連事業）

自動車部品及び半導体製造装置向けは回復したものの、国内鉄鋼業向けの需要は低調なまま推移し、当第２四

半期連結累計期間の売上は前年同期を下回った。工業炉の施工を扱う部門は国内での需要が回復せず前年同期を

下回った。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は53億７千９百万円（前年同期比2.0％減）となっ

た。

 

（その他）

 集成材等は消費税率引き上げ前の住宅投資や学校の建て替え工事の需要から前年同期の売上を上回った。機能

性セラミックスは電子部品分野向け売上が減少した。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は８億３百

万円（前年同期比2.9％増）となった。

 

(２) キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ４千２百万円減少し19億４千３百万円となった。

 

営業活動によるキャッシュ・フロー

 当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は８億８千８百万円（前年同四半期は１億６

千９百万円増加）となった。増加の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益２億９千５百万円、減価償却費２

億７千３百万円、売上債権の減少額１億３千７百万円などである。

 

投資活動によるキャッシュ・フロー

 当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は５千３百万円（前年同四半期は６億２千３

百万円減少）となった。減少の主な内訳は、有形固定資産の取得による支出１億３百万円などである。 

 

財務活動によるキャッシュ・フロー

 当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は９億６千９百万円（前年同四半期は１億６

千万円減少）となった。増加の主な内訳は、長期借入れによる収入３億５千万円などである。減少の主な内訳

は、短期借入金の純増減額５億９千５百万円、長期借入金の返済による支出５億７千万円などである。 
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(３) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

 

(４) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、１億３千９百万円である。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 

(５) 主要な設備

 前連結会計年度末において計画中であった以下の重要な設備の新設について、当第２四半期累計期間において

完了した。 

会社名
事業所名

（所在地）

セグメント

の名称
設備の内容 完了年月

提出会社
旧安芸津工場

（広島県東広島市）
その他 太陽光発電設備 平成25年９月
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 51,259,000

計 51,259,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年11月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,606,573 23,606,573
東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数は100株である。

 計 23,606,573 23,606,573 － －

  

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項なし。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項なし。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項なし。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

 

平成25年７月１日～

平成25年９月30日

 

－ 23,606 － 3,196 － 904
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（６）【大株主の状況】

 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

品川リフラクトリーズ株式会社 東京都千代田区大手町二丁目２番１号 12,919 54.73

ニチアス株式会社 東京都中央区八丁堀一丁目６番１号 1,010 4.28

 三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目９番 382 1.62

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町一丁目２番10号 347 1.47

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号 215 0.91

NOMURA INTERNATIONAL PLC

LONDON SECURITY LENDING

(常任代理人 野村證券株式会社）

１ ANGEL LANE,LONDON,EC 4R 3AB,

UNITED KINGDOM

 （東京都中央区日本橋一丁目９番１号）

210 0.89

山口 喬 東京都北区 206 0.88

久保田 浩 広島市中区 175 0.74

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内一丁目１番２号 145 0.61

イソライト工業従業員投資会 大阪市北区中之島三丁目３番23号 128 0.55

計 － 15,738 66.67

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

－ －
普通株式 55,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 23,547,600 235,476 －

単元未満株式 普通株式 3,873 － －

発行済株式総数 23,606,573 － －

総株主の議決権 － 235,476 －
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②【自己株式等】

 平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)

イソライト工業株式会社

大阪市北区中之島

三丁目３番23号
55,100     － 55,100 0.23 

計 － 55,100     － 55,100 0.23 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりである。

 役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役 社長、営業本部長 代表取締役 社長 窪田 行利 平成25年8月21日

取締役 特命担当
代表取締役

常務取締役
営業本部長 八尾 良平 平成25年8月21日

 

EDINET提出書類

イソライト工業株式会社(E01145)

四半期報告書

 8/22



第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、有限責任あずさ監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,091 2,025

受取手形及び売掛金
※3 3,270 3,215

商品及び製品 1,622 1,590

仕掛品 275 282

原材料及び貯蔵品 431 430

繰延税金資産 190 200

その他 425 358

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 8,305 8,099

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,707 1,708

機械装置及び運搬具（純額） 1,373 1,734

土地 2,279 2,304

その他（純額） 196 179

有形固定資産合計 5,557 5,927

無形固定資産

のれん 211 158

その他 209 214

無形固定資産合計 421 373

投資その他の資産

投資有価証券 851 907

繰延税金資産 526 440

その他 1,003 972

貸倒引当金 △82 △92

投資その他の資産合計 2,298 2,228

固定資産合計 8,277 8,528

資産合計 16,582 16,628
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※3 1,010 985

短期借入金 5,271 4,720

1年内償還予定の社債 180 180

未払法人税等 83 60

賞与引当金 183 189

その他 640 796

流動負債合計 7,368 6,931

固定負債

社債 580 490

長期借入金 1,425 1,195

退職給付引当金 831 816

その他の引当金 43 23

その他 221 647

固定負債合計 3,101 3,172

負債合計 10,470 10,103

純資産の部

株主資本

資本金 3,196 3,196

資本剰余金 2,254 2,254

利益剰余金 594 712

自己株式 △10 △10

株主資本合計 6,034 6,153

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 109 166

為替換算調整勘定 △469 △264

その他の包括利益累計額合計 △360 △97

少数株主持分 438 469

純資産合計 6,112 6,524

負債純資産合計 16,582 16,628
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

売上高 6,273 6,179

売上原価 4,260 4,396

売上総利益 2,013 1,783

販売費及び一般管理費
※ 1,544 ※ 1,474

営業利益 468 309

営業外収益

受取利息 2 3

受取配当金 7 7

受取賃貸料 16 9

持分法による投資利益 10 －

為替差益 － 37

その他 68 68

営業外収益合計 106 126

営業外費用

支払利息 66 60

持分法による投資損失 － 38

為替差損 43 －

租税公課 2 －

その他 62 42

営業外費用合計 175 140

経常利益 398 295

特別損失

投資有価証券評価損 16 －

特別損失合計 16 －

税金等調整前四半期純利益 382 295

法人税、住民税及び事業税 87 65

法人税等調整額 10 34

法人税等合計 97 100

少数株主損益調整前四半期純利益 284 195

少数株主利益 21 1

四半期純利益 263 193
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 284 195

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △37 57

繰延ヘッジ損益 0 －

為替換算調整勘定 27 234

持分法適用会社に対する持分相当額 6 24

その他の包括利益合計 △2 316

四半期包括利益 281 512

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 250 456

少数株主に係る四半期包括利益 30 55
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 382 295

減価償却費 280 273

のれん償却額 52 52

引当金の増減額（△は減少） △60 △42

受取利息及び受取配当金 △10 △10

支払利息 66 60

持分法による投資損益（△は益） △10 38

投資有価証券評価損益（△は益） 16 －

売上債権の増減額（△は増加） 586 137

たな卸資産の増減額（△は増加） △48 89

仕入債務の増減額（△は減少） △521 △63

その他 △408 116

小計 326 948

利息及び配当金の受取額 34 37

利息の支払額 △76 △68

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △115 △28

営業活動によるキャッシュ・フロー 169 888

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △76 －

定期預金の払戻による収入 99 32

有形固定資産の取得による支出 △123 △103

無形固定資産の取得による支出 △0 △13

貸付けによる支出 △600 －

その他 77 31

投資活動によるキャッシュ・フロー △623 △53

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △161 △595

長期借入れによる収入 350 350

長期借入金の返済による支出 △591 △570

社債の発行による収入 395 －

社債の償還による支出 △50 △90

配当金の支払額 △47 △47

少数株主への配当金の支払額 △55 △25

その他 △1 10

財務活動によるキャッシュ・フロー △160 △969

現金及び現金同等物に係る換算差額 4 92

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △609 △42

現金及び現金同等物の期首残高 1,981 1,985

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 1,371 ※ 1,943
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

   持分法適用の範囲の重要な変更

   第１四半期連結会計期間よりITM-UNIFRAX株式会社は重要性が増したため、持分法適用の範囲に含めている。 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１   保証債務

 関係会社の金融機関からの借入れに対する債務保証

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日) 

Foster Engineering Pte.Ltd. 189百万円 194百万円

 

２   受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形割引高 38百万円 40百万円

受取手形裏書譲渡高 － 24

 

※３   期末日満期手形の会計処理については手形交換日をもって決済処理している。

     なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、前連結会計年

度末日残高に含まれている。

 
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成25年９月30日）

受取手形 69百万円 －百万円

支払手形 2 －
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（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

　
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

従業員給料賃金 361百万円 362百万円

役員報酬 69 71

運送保管費 323 307

減価償却費 31 33

賞与引当金繰入額 72 70

役員退職慰労引当金繰入額 2 4

退職給付費用 29 12

研究開発費 165 139

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

現金及び預金勘定 1,497百万円 2,025百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △126 △82

現金及び現金同等物 1,371 1,943
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）

 １.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日

定時株主総会
普通株式  47 2.00円 平成24年３月31日 平成24年6月27日 利益剰余金

 

 ２.基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

1株当たり

配当額（円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年11月21日

取締役会
普通株式  47 2.00円 平成24年９月30日 平成24年12月７日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

 １.配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日

定時株主総会
普通株式 47 2.00円 平成25年３月31日 平成25年6月26日 利益剰余金

 

 ２.基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

1株当たり

配当額（円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年11月１日

取締役会
普通株式 47 2.00円 平成25年９月30日 平成25年12月６日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）

（単位：百万円）

　 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
　 断熱関連事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,491 5,491 780 6,271 1 6,273

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1 1 22 24 △24 －

計 5,492 5,492 803 6,296 △22 6,273

セグメント利益 432 432 29 462 6 468

（注）１  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境緑化事業、建材事

   業等を含んでいる。

２ 外部顧客への売上高調整額１百万円は、持分法適用会社に係る調整である。

   セグメント利益の調整額６百万円は、セグメント間取引及び持分法適用会社に係る調整である。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

（単位：百万円）

　 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
　 断熱関連事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 5,379 5,379 803 6,183 △3 6,179

セグメント間の内部

売上高又は振替高
1 1 33 35 △35 －

計 5,381 5,381 837 6,218 △38 6,179

セグメント利益 253 253 53 307 2 309

（注）１  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境緑化事業、建材事

   業等を含んでいる。

２ 外部顧客への売上高調整額△３百万円は、持分法適用会社に係る調整である。

   セグメント利益の調整額２百万円は、セグメント間取引及び持分法適用会社に係る調整である。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。
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（金融商品関係）

 金融商品については、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度末に比べて著しい変動が認め

られないため、記載を省略している。

 

（有価証券関係）

 有価証券については、企業集団の事業の運営において重要なものではないため、記載を省略している。

 

（デリバティブ取引関係）

 デリバティブ取引については、企業集団の事業の運営において重要なものではないため、記載を省略している。

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
前第２四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 11円18銭 8円23銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 263 193

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 263 193

普通株式の期中平均株式数（千株） 23,551 23,551

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないため、記載していない。

 

（重要な後発事象）

 該当事項なし。
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２【その他】

平成25年11月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議した。

（イ）配当の総額……………………………………………47百万円

（ロ）１株当たりの金額……………………………………2.00円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日……………平成25年12月６日

（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行う。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 平成25年11月13日

イソライト工業株式会社  

 取締役会 御中  

 有限責任 あずさ監査法人  

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 河 崎 雄 亮   印

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 紙 本 竜 吾   印

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられてい
るイソライト工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半
期連結会計期間（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成
25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対
照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及
び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準
拠して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要
な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統
制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連
結財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認
められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対
して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続
は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の
監査に比べて限定された手続である。
 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一
般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イソライト工業株式会社及び
連結子会社の平成25年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間
の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要
な点において認められなかった。
 
利害関係
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は
ない。

以   上
 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保

管している。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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